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１． 研究計画の概要 
 
本研究は無限次元の局外母数があるセミパ
ラメトリック推定量で局外母数を推定する
必要がある場合のほうが局外母数が既知で
ある場合よりも興味のあるパラメータの分
散が小さくなるという逆説的な現象の解明
を目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 
この現象が必要十分条件、チェックするのが
簡単な十分条件を理論的な導出したした段
階であり、本年度はコンピュータシミュレー
ションを用いて定量的な分散の減少の大き
さをしらべる。 
 
３．現在までの達成度 
 
② おおむね順調に進展している。 
 
定性的な性質は理論的なほぼ解明できてお
り、定量的な面は今後コンピュータシミュレ
ーションを用いて行っていく。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
昨年までで、理論的な研究はほぼ完成したの
で、今後はコンピュータシミュレーションを
用いて、この現象の定量的な大きさ、理論か
らの予測との整合性を調べていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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